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INFORMATION
税務申告相談

 

くらしの

情 報

くらしの情報 滑川市役所
〒936-8601 滑川市寺家町104 ☎475-2111
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２月16日㈬から所得税と市県民税の申告が始まります

お
む
つ
費
の
助
成

　

在
宅
の
重
度
寝
た
き
り
高
齢
者

の
方
々
な
ど
を
対
象
に
、
お
む
つ

費
用
の
一
部
を
助
成
し
て
い
ま
す
。

対
象
者

・
在
宅
で
介
護
を
受
け
て
い
る

　

要
介
護
度
４
、
５
の
方

・
身
体
障
害
の
程
度
が
１
級
、
ま

　

た
は
２
級
の
方

助
成
額

　

年
額
４
万
８
千
円
ま
で

　
（
市
民
税
非
課
税
世
帯
は
７
万

　

２
千
円
）

提
出
期
限　

３
月
10
日
㈭

※
申
請
に
は
、
①
購
入
品
と
購
入

　

年
月
日
の
記
載
の
あ
る
領
収
書
、

　

②
振
込
を
希
望
さ
れ
る
金
融
機

　

関
の
通
帳
、
③
介
護
保
険
被
保

　

険
者
証
、
ま
た
は
身
体
障
害
者

　

手
帳
が
必
要
で
す
。

▼
問
合
せ
先　

福
祉
課
高
齢
福
祉

　

担
当
（
内
線
３
３
４
）

追分新成団地

あなたの家づくりを大きな特典で応援します

土地価格  ９９２万円～１２９７万円
宅地面積  ３２３㎡ ( ９８坪）～３７５㎡ (１１３坪）

問合せ先　土木課（内線４２５）
　富山県住宅供給公社（☎４３２‐５１３１）

住みよい環境住宅づくりに 200万円を支援させていただきます
宅地分譲 16区画分譲中！ ゆとりの平均100坪の広さ

特　典
・住みよい環境住宅づくり支援　２００万円
・登記費用は公社が負担
・水道加入金・下水道負担金は不要
・住宅完成見学会開催を支援
・購入希望者紹介のお礼

入
札
参
加
資
格
審
査
申

請
書
の
受
付
に
つ
い
て

　

新
年
度
に
向
け
て
の
建
設
工
事

お
よ
び
物
品
納
入
な
ど
の
入
札
参

加
資
格
審
査
申
請
書
を
次
の
と
お

り
受
け
付
け
し
ま
す
。

受
付
期
間

　

２
月
１
日
㈫
〜
28
日
㈪

　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時
ま
で

　
（
た
だ
し
、
土
曜
日
、
日
曜
日
、

　

祝
日
を
除
く
）

有
効
期
間　

平
成
17
年
度
・
18
年

　

度
の
２
年
間

様
式　

Ａ
４
フ
ァ
イ
ル
縦
と
じ

・
建
設
工
事　

市
の
指
定
様
式
ま

　

た
は
国
土
交
通
省
・
県
の
指
定

　

様
式
に
準
じ
た
も
の
（
経
営
事

　

項
審
査
結
果
通
知
書
の
写
し
を

　

必
ず
添
付
し
て
く
だ
さ
い
）

・
物
品
納
入
な
ど　

市
の
指
定
様
式

※
な
お
、
建
設
工
事
、
物
品
納
入

　

等
と
も
市
町
村
税
お
よ
び
国
税

　

(

法
人
税
、消
費
税
な
ど)

の
納
税

　

証
明
書
を
添
付
し
て
く
だ
さ
い
。

※
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ

　

ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

提
出
方
法　

持
参
、
郵
送
可

　
（
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
申
請
は
不
可
）

▼
提
出
・
問
合
せ
先　

　

財
政
課
管
理
担
当　
　
　
　
　

　
　
　

(

内
線
２
６
３
・
２
６
４)

平
成
16
年
の

火
災
と
救
急

◆税務申告相談受付

受付期間　2 月 16日㈬～ 3月 15日㈫　　　　　午前 9時～午後 4時
　　　　　土曜日･日曜日は休み

受付会場　市民会館 3階大会議室　　　　　

◆申告に必要なもの
●申告書 ●印鑑 ●源泉徴収票（給与所得者と年金所
得者のみ） ●健康保険料や国民年金料の支払額がわか
るもの ●生命保険料や損害保険料の支払証明書など

年金受給者還付申告相談会
と　き　2月 7日㈪　午前 10 時～午後 4時
ところ　市民会館 3階大会議室

住宅借入金等特別控除申告相談会
と　き　2月 14 日㈪・15 日㈫　午前 9時～午後 4時
ところ　魚津合同庁舎（魚津税務署）5階大会議室

問合せ先
　税務課市民税担当
　（内線 233 ･ 234）

市県民税が変わります
　これまで所得が３８万円以下（給与収入１０３万円以下）の配

偶者を扶養にした場合、配偶者控除に加え、所得金額に応じて配偶者特別控除が加算されていましたが、
１７年度の市民税より廃止され（所得税では１６年分から廃止）、配偶者控除のみとなります。所得金額
が３８万円超～７６万円未満（給与収入１０３万円超１４１万円未満）の配偶者の場合は、これまでど
おり配偶者特別控除だけが適用されます。

障
害
者
控
除
対
象
者
認

定
書
の
交
付
に
つ
い
て

　

障
害
者
手
帳
の
交
付
を
受
け
て

い
な
く
て
も
、
年
齢
が
65
歳
以
上

で
次
の
要
件
に
該
当
さ
れ
る
方

は
、
税
法
上
の
障
害
者
控
除
の
対

象
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

①
障
害
者
（
身
体
・
知
的
・
精
神
）

　

に
準
じ
る
方

②
ね
た
き
り
の
方（
６
カ
月
以
上
）

▼
問
合
せ
先　

福
祉
課

　
　
　
（
内
線
３
３
２
・
３
３
３
）

配偶者特別控除の上乗せ分の廃止

　これまで夫婦の場合、生計がひとつで、共に滑川市内に住
み夫が均等割を納税している場合、妻は均等割が非課税となっていましたが、税負担の公平の観点から、
段階的に廃止されることとなりました。

妻の均等割非課税措置が段階的に廃止

平成１７年度の市県民税　→　１／２の金額（市民税１, ５００円、県民税５００円）が課税
平成１８年度以降　　　　→　非課税措置が完全に廃止

火
災　

平
成
16
年
中
の
火

災
は
11
件
で
前
年
に
比
べ

て
1
件
減
り
ま
し
た
が
、

焼
損
床
面
積
・
損
害
額
・

り
災
人
員
・
負
傷
者
が
大

幅
に
増
加
し
ま
し
た
。

平成 16年 前 年 比

火 災
件 数

11件 －１件

焼 損
床 面 積

1,674 ㎡ ＋1,463㎡

損 害 額 144,128
千円

＋124,802
千円

り 災
人 員

28人 ＋ 20人

死 者 1人 ＋ 1人

負傷者 9人 ＋ 7人

平成 16年 前 年 比

出 場
件 数

896件 － 59件

出　

場　

内　

容

交通 149件 － 8件

一般
負傷

126件 － 19件

急病 524件 － 35件

その
他

97件 ＋ 3件

搬 送
人 員 877人 － 59人

救
急　

平
成
16
年
中
の
救
急
出
場
件

数
・
搬
送
人
員
は
、
と
も
に
前
年
よ
り

減
少
し
ま
し
た
。
救
急
車
の
出
場
は
、

1
日
平
均
2.4
件
に
な
り
ま
す
。

問
合
せ
先　

消
防
本
部

　
（
☎
４
７
５
‐
０
１
８
０
）

至魚津

至滑川

一般
県道
栗山
追分
線

一
般
県
道
栗
山
追
分
線


